
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の処置具挿通路に挿脱自在な可撓軸の先端の側面に、上記可撓軸の側方に向けて

光を放射する 発光ダイオードを
たことを特徴とする内視鏡の補助照明具。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は内視鏡の補助照明具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡によって観察される体内の粘膜は一般に全体に赤っぽいモノトーン状なので、微細
病変の識別等が困難な場合が少なくない。
【０００３】
そこで、散布チューブを内視鏡の処置具挿通チャンネルに通して青色系の色素を粘膜面に
散布することで微細病変等を発見し易くする手技があり、特に粘膜面の凹凸を強調するコ
ントラスト法等が有用である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ただし、色素散布は粘膜面に広く均一に行う必要がある等、手技として非常に面倒なもの
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赤
、緑及び青の 三個の単色 、上記可撓軸の軸方向に間隔をあ
けて並んだ状態に配置し



である。
【０００５】
そこで、色素散布を行わずに、内視鏡画像に対して電子的に画像処理を行うことにより粘
膜面の凹凸を強調するいわゆる疑似色素散布画像を作成すれば、普通の内視鏡検査通りの
手技で微細病変等を識別することができる。
【０００６】
しかし、一般に内視鏡の照明窓は観察窓と並んで配置されていて、被写体に対して照明光
が観察方向と同方向から照射されるので粘膜面の凹凸がはっきりせず、画像処理を行って
も良好な疑似色素散布画像を作成することができない場合がある。また、照明窓を横向き
又は斜め前方に向けて配置したとしても、観察窓に極めて近接した距離にある粘膜面の凹
凸をはっきりさせる効果しか得られない。
【０００７】
そこで本発明は、観察窓から粘膜面までの距離に関係なく粘膜面の凹凸状態を強調するこ
とができて、画像処理により良好な疑似色素散布画像を得ることを可能にする内視鏡の補
助照明具を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の補助照明具は、内視鏡の処置具挿通路に挿
脱自在な可撓軸の先端の側面に、可撓軸の側方に向けて光を放射する一つ又は複数の発光
ダイオードを取り付けたものである。
【０００９】
なお、発光ダイオードが、赤、青及び緑の三色の発光ダイオードを含んでいて、それらか
らの放射光が重なり合って白色光に近い光になるようにしてもよく、或いは、発光ダイオ
ードが、特定領域の波長の光のみを放射する一つ又は複数の発光ダイオードであってもよ
い。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡の補助照明具２０を示しており、例えば四フッ化
エチレン樹脂チューブにより外装された可撓軸２１の先端近傍の側面に、発光ダイオード
２２が、可撓軸２１の側方に向けて光を放射するように取り付けられている。
【００１１】
発光ダイオード２２として、この実施例においては光の三原色である赤、緑、青の三色の
ための三個の発光ダイオード２２が取り付けられており、三原色の放射光が重なり合うこ
とによって白色光に近い光が側方に向かって照射される。
【００１２】
可撓軸２１内には、発光ダイオード２２の電源コードに相当する柔軟な導電線２３がほぼ
全長にわたって挿通配置されていて、その導電線２３の手元寄りの部分が可撓軸２１の基
端から延出している。
【００１３】
図３は、補助照明具２０が内視鏡１０の処置具挿通路１３に挿通された使用状態を示して
おり、処置具挿通路１３は、操作部１１の下端に連結された可撓管状の挿入部１２内に全
長にわたって挿通配置されている。
【００１４】
補助照明具２０は処置具挿通路１３に対して挿脱自在であり、可撓軸２１の先端に配置さ
れた発光ダイオード２２を挿入部１２の先端から任意に突没させることができる。可撓軸
２１の手元側から延出する導電線２３の基端は外部電源３０に接続されている。
【００１５】
図１は、挿入部１２の先端から補助照明具２０が突出した状態を示している。挿入部１２
の先端面には、処置具挿通路１３の突出口１３ａと並んで観察窓１５と照明窓１６が配置
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されており、照明光は観察窓１５からの観察方向と略同方向に照明窓１６から放射される
。
【００１６】
補助照明具２０の可撓軸２１の直径と発光ダイオード２２の高さとを加えた寸法Ａ（補助
照明具２０の最大径）は処置具挿通路１３の最小内径Ｄより小さく、Ａ＜Ｄなので、補助
照明具２０の先端部分は処置具挿通路１３内を自由に通過することができ、発光ダイオー
ド２２を処置具挿通路１３の突出口１３ａから任意の長さ突出させることができる。
【００１７】
そこで、観察窓１５から粘膜面１００までの距離に合わせて発光ダイオード２２の位置を
最良の位置にセットして、発光ダイオード２２を粘膜面１００の近傍位置で発光させる。
【００１８】
すると、発光ダイオード２２から粘膜面１００に対して、Ｌで示されるように側方から照
明光が照射されるので、粘膜面１００の凹凸による陰影が強調された画像が観察窓１５を
通して視野Ｖ内に観察され、その画像信号を電子処理することによって良好な疑似色素散
布画像を容易に得ることができる。
【００２０】
【発明の効果】
本発明によれば、内視鏡の処置具挿通路に挿脱自在な可撓軸の先端の側面に、可撓軸の側
方に向けて光を放射する一つ又は複数の発光ダイオードを取り付けたことにより、内視鏡
の観察窓から粘膜面までの距離に合わせて発光ダイオードの位置を最良の位置にセットし
て発光ダイオードを発光させ、粘膜面に側方から照明光を照射して、粘膜面の凹凸による
陰影が強調された画像を観察することができるので、観察窓から粘膜面までの距離に関係
なく粘膜面の凹凸状態を強調することができ、画像処理により良好な疑似色素散布画像を
得ることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の補助照明具の使用状態の先端部分の斜視図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の補助照明具の側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の補助照明具の使用状態の装置全体の構成を示す
略示図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１３　処置具挿通路
１３ａ　突出口
１５　観察窓
１６　照明窓
２０　補助照明具
２１　可撓軸
２２　発光ダイオード
２３　導電線
１００　粘膜面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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